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　　元気ニコニコ健康まつり　－親子ふれあい体操－

　11月８日、健康福祉センターで、「元気ニコニコ健康まつり」が開催されました。親子ふれあい体操のほか、健康づくり

のための運動講座や、歯のブラッシング、ロコモ予防トレーニングなどを体験できるコーナーも設けられました。日頃の

生活を見直す一日になったのではないでしょうか。

コミュニティセンター中心の地域づくりが
始まります　②～③

「白鷹町役場庁舎等整備基本構想（案）」の
第２回パブリックコメントを募集します　④～⑤

白鷹の森林林業の再生へ　⑦　
トピックス＆スポーツ　⑭～⑮
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町
で
は
、
現
在
、
各
地
区
の
準

備
委
員
会
な
ど
の
ご
協
力
に
よ
り 

町
内
６
地
区
公
民
館
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ
の
移
行
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
４
月

よ
り
、
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
を
中
心
と
し
た
地
域
づ
く
り

が
始
ま
り
ま
す
。

Ｑ
．
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は

　

何
を
す
る
と
こ
ろ
？

Ａ
．
こ
れ
ま
で
の
地
区
公
民
館
機

　

能
に
加
え
て
、
地
域
が
主
体
と

　

な
っ
た
地
域
づ
く
り
の
拠
点
と

　

な
り
ま
す
。

Ｑ
．
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

　

管
理
運
営
は
誰
が
す
る
の
？

Ａ
．
地
区
経
営
主
体
が
行
い
ま
す
。

　

各
地
区
経
営
主
体
の
進
捗
状
況

　

は
下
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｑ
．
地
区
経
営
主
体
っ
て
何
？

Ａ
．
全
地
区
民
を
対
象
と
し
、
地

　

域
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の
解
決

　

や
地
域
づ
く
り
を
行
う
た
め
に

　

組
織
す
る
団
体
で
す
。

Ｑ
．
職
員
は
ど
う
な
る
の
？

Ａ
．
各
地
区
経
営
主
体
が
雇
用
す

　

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
初
年
度

　

の
採
用
試
験
に
つ
い
て
は
町
と

　

合
同
で
行
い
ま
す
。（
詳
細
は

　

次
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

Ｑ
．
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

　

管
理
運
営
費
は
ど
う
な
る
の
？

Ａ
．
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

　

管
理
運
営
費
は
町
か
ら
の
「
指      

　

定
管
理
委
託
料
」
と
な
り
ま
す
。

　

事
業
実
施
に
つ
い
て
は
「
交
付

　

金
」
を
交
付
し
、
地
区
独
自
の

　

新
事
業
に
は
、
別
途
加
算
を
予

　

定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
公
民

　

館
事
業
で
は
禁
止
さ
れ
て
い
た

　

営
利
事
業
が
で
き
る
よ
う
に
な

　

る
た
め
、
事
業
で
得
た
収
益
は

　

地
区
の
運
営
に
充
て
る
こ
と
が

　

で
き
ま
す
。

　
Ｑ
．
こ
れ
ま
で
の
生
涯
学
習
事
業
や

　

公
民
館
事
業
は
な
く
な
る
の
？

Ａ
．
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

　

事
業
の
中
に
、
従
来
の
生
涯
学

　

習
事
業
も
含
め
、
継
続
し
て
行

　

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｑ
．
分
館
は
ど
う
な
る
の
？

Ａ
．
分
館
は
こ
れ
か
ら
も
地
域
住

　

民
の
交
流
の
場
、
集
落
活
動
の

　

拠
点
と
し
て
い
ま
ま
で
ど
お
り

　

の
活
動
が
で
き
ま
す
。

　
　

ま
た
、
従
来
ど
お
り
の
分
館

　

活
動
費
や
施
設
整
備
補
助
の
確

　

保
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た
地
域
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
す
！

平成 27 年

　　４月より

鮎貝地区まちづくり協議会

◇視察研修を実施（川西町犬川地区）
◇準備委員会で、規約案・事業内容案を作成。
◇ 12 月５日に協議会設立総会を開催。

蚕桑地区桜の里づくり推進委員会

◇視察研修を実施（川西町東沢地区）
◇準備委員会で規約案・事業内容案を作成。　
　既存の「桜の里づくり推進会議」を再編。
◇ 10 月に地区住民及び関係団体へ説明。
◇各区において理事・評議員の選定を行う予定。

荒砥地区コミュニティセンター設立準備委員会

◇視察研修を実施（川西町東沢地区、鶴岡市藤
　島地区）
◇準備委員会で、規約案・事業内容案を作成
◇合同会議を開催予定。運営協議会の立ち上　
　げや役員の選出等を行う。

十王地区コミュニティ化構想推進委員会

◇視察研修を実施（鶴岡市京田地区）
◇推進委員会で、会則案・地区計画案を作成。
◇地区内の分館において意見交換会を実施。

鷹山地区コミュニティセンター準備委員会

◇視察研修を実施（鶴岡市黄金地区）
◇検討委員会で規約案・地区計画案を作成。
◇平成 27 年１月に総会を開催予定。

東根地区コミュニティセンター化準備委員会

◇視察研修を実施（鶴岡市上郷地区）
◇準備委員会で、規約案の作成及び事業内容の
　検討。
◇ 12 月準備委員会・全体説明会を開催予定。

コミュニティセンター移行に向けた各地区の進捗
ちょく

状況

蚕桑地区コミュニティセンター 鮎貝地区コミュニティセンター

荒砥地区コミュニティセンター 十王地区コミュニティセンター

鷹山地区コミュニティセンター 東根地区コミュニティセンター
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各地区経営主体の事務局職員を募集します

１. 募集職種及び募集人員　
 　以下の各経営主体（※）の事務局長、事務局員各１名
【蚕桑地区】　蚕桑地区桜の里づくり推進委員会
【鮎貝地区】　鮎貝地区まちづくり協議会
【荒砥地区】　荒砥地区コミュニティ協議会
【十王地区】　十王地区自治振興会
【鷹山地区】　鷹山地区自治振興会
【東根地区】　東陽の里づくり協議会
※今後設立予定の団体も含みます。
２. 応募資格
◇町内に住所を有する方、または、平成27年４月１日                     
　までに町内に住所を有する予定の方。
◇普通自動車運転免許所持者で運転経験のある方。
◇日常業務に支障がない程度まで各種パソコン操作   
　ができる方。（ワード・エクセル等）
３. 受付期間　12月11日（木）～平成27年１月９ 日（金）
　午前８時30分から午後５時15分まで
※土日祝日及び年末年始（12月27日から１月４日）を
　除く
４. 申込場所　総務課企画室まちづくり推進係
（１月９日必着で郵送も可）
５. 提出書類　採用試験エントリーシート（指定様式）
※必要事項を記載し、写真（指定あり）を添えて提出
　してください。
※エントリーシートは、総務課企画室まちづくり推進
　係に備えてあります。町のホームページからもダウ
　ンロードできます。
６. 選考方法　採用試験による　
◇期日　平成27年１月17日（土）予定
◇会場　白鷹町役場
◇内容　面接試験
７. 合格者の発表　平成27年１月下旬

８. 雇用期間
　平成27年４月１日から平成28年３月31日まで
９. 勤務条件など

（１）勤務場所　各地区コミュニティセンター
（２）業務内容

　事務局長
◇地区経営主体が行う各種事業の運営
◇地区コミュニティセンター及び設備の維持管理
◇センター長の補佐、事務局員の指導及び監督管理
◇その他地区の活性化に関することなど
　事務局員
◇地区経営主体が行う各種事業の運営
◇地区コミュニティセンター及び設備の維持管理
◇事務局長の補佐など

（３）給与
　事務局長　月額 200,000 円
　事務局員　月額 160,000 円
◇時間外手当及び通勤手当は別規定による。
◇その他　健康保険及び厚生年金保険に加入

（４）勤務日及び勤務時間
◇勤務日は、原則、月曜日から金曜日。
◇勤務時間は、午前８時 30 分から午後５時 15 分まで。

（５）休日・休暇
◇休日は、原則として、土曜日、日曜日及び国民の祝
　日に関する法律に規定する休日並びに 12 月 29 日か
　ら翌年１月３日までの年末年始　
※ただし、事業等により休日に勤務が必要な場合は勤
　務日を振り替える。
◇休暇は、別規定による。

■問い合わせ　総務課企画室まちづくり推進係
　　　　　　　　　　   ☎ 87 － 0830

　平成 27 年度から地区公民館のコミュニティセンター移行にあたり、各地区のコミュニティセンター
を管理運営する地区経営主体の事務局職員を募集します。

　

白
鷹
町
社
会
教
育
振
興
大
会

平
成
26
年
度

テ
ー
マ
「
人
と
人

　つ
な
が
る
し

く
み

　集
ま
る
し
か
け
」

　

地
区
公
民
館
は
社
会
教
育
の
拠

点
か
ら
、
そ
の
機
能
を
生
か
し
つ

つ
、
地
域
づ
く
り
の
拠
点
で
あ
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
移
行

し
ま
す
。
地
域
の
特
性
を
生
か
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
つ
な
が
る

場
と
な
り
、
新
し
い
動
き
が
生
ま

れ
る
拠
点
と
な
る
よ
う
、
そ
の
手

法
を
学
び
可
能
性
を
探
り
ま
す
。

公
民
館
、
社
会
教
育
関
係
者
に
限

ら
ず
、
ど
な
た
で
も
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

 

▼
い
つ　

12
月
13
日
（
土
） 

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分

▼
白
鷹
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー　

　

あ
ゆ
ー
む

▼
主
催　

教
育
委
員
会

◇
講
演　

　

演
題
「
地
域
を
元
気
に
す
る
活

動
の
つ
く
り
方
」　

～
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
の
手
法
に
学
ぶ
～

　

講
師　

東
北
芸
術
工
科
大
学
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
学
科
講
師

丸
山　

傑
す
ぐ
る　

氏

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
・
文
化
振
興
係

☎
85

－

６
１
４
６
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　【主な変更点】

◆主要地方道長井白鷹線と都市計画道路荒砥駅舘の内線に隣接する北側民有地を含めた配置計画と                  
　する。（敷地面積　約 17,000 ㎡）
◆北側に分署棟（白鷹分署）、訓練スペース、エネルギー棟を配置する。
◆現在の西側アプローチ（交差点付近）は閉鎖し、北側（主要地方道長井白鷹線 側）からのアプロー     
　チを新たに計画する。
◆敷地内にヘリポートの設置を検討する。

【敷地計画イメージ図】

破線：既存建物

「白鷹町役場庁舎等整備基本構想（案）」の

 　　   第２回パブリックコメントについて

皆さんのご意見をお寄せください！

　「白鷹町役場庁舎等整備基本構想（案）」について、７月に実施しましたパブリックコメントにて
いただきましたご意見等を反映して修正案を策定しましたので、町民の皆さんから再度ご意見をい
ただきたく、第２回目のパブリックコメントを実施します。
　本案の詳細については、各地区公民館や町ホームページなどで公開していますので、 内容をご
覧いただき、皆さんのご意見をお寄せください。

※敷地計画は、現段階でのイメージであり、今後、変更する場合があります。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
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平
成
27
年
１
月
９
日（
金
）

年　度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31

 全体基本構想

 全体基本設計

 分署棟 （実施設計、 工事）

 庁舎棟 （実施設計、 工事）

 庁舎棟 （実施設計、 工事）

【事業スケジュール】

区分 機能 延床面積等 主体構造等

  分署棟   白鷹分署 約 600 ㎡   木造一部２階（一部鉄骨造）
  訓練棟 約 60 ㎡   鉄骨造

  庁舎棟   庁舎、議会 約 2,500 ㎡
  木造２階（一部鉄筋コンクリート造）  防災センター、図書館 約 2,000 ㎡

  エネルギー棟   バイオマスボイラー設備 1 カ所
  車庫   公用車用車庫 約 23 台
  倉庫   倉庫、書類保管庫 2 カ所   既存施設の活用

  駐車場   一般、職員駐車場 約 150 台
  障害者駐車場 約 3 台

【施設計画】

【事業費内訳と実質負担額】

単位：億円

国県

起債

一般財源

事業費内訳 実質負担額

計 31.3

計 20.8

3.7

22.1

5.5 5.5

15.3

交付税措置
を除いた額

区分 概算事業費 事業費内訳
国県 起債 一般財源

 分署棟  白鷹分署 0.6（※） 0.6

 庁舎棟
 役場庁舎

20.0
0.4 8.2 2.7

 防災センター 2.5 2.9 0
 図書館 3.3 0

 既存建物解体（アスベスト撤去を含む）
1.9 1.3 0.6

 エネルギー棟 1.6 0.8 0.8 0.0

 外構工事（車庫含む）
 役場庁舎

3.7
1.6 0.5

 防災センター 1.0 0
 図書館 0.6 0

 小計 27.8 3.7 20.3 3.8
 測量調査・設計等 1.8 1.3 0.5
 用地補償費 0.7 0.5 0.2
 備品等 1.0 1.0

 合計 31.3 3.7 22.1 5.5

【概算事業費】 単位：億円

（※）分署棟（白鷹分署）は概算事業費 2.4 億円のうち町負担分 0.6 億円と見込み算出

■
意
見
・
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
企
画
室
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

☎
87

－

０
８
３
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
85

－

６
１
２
８

E-m
ail: kikaku@

so.tow
n.　

　

shirataka.yam
agata.jp

  

◆
意
見
募
集
期
限

※太字は変更箇所

　

「
白
鷹
町
役
場
庁
舎
等
整
備
基

本
構
想（
案
）」に
つ
い
て
、ご
意
見

は
、「
広
報
直
通
便
」
ま
た
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
「
ご
意

見
提
出
様
式
」
に
必
要
事
項
を
記

載
の
上
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー

ル
な
ど
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

平
成
26
年
12
月
～
平
成
27
年
１
月

　

基
本
構
想（
案
）パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

　

メ
ン
ト
募
集
・
基
本
構
想
決
定

平
成
27
年
２
月
～
３
月

　

設
計
業
務
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
・
審

　

査
会
・
設
計
業
者
決
定

平
成
27
年
４
月

　

設
計
業
務
契
約
（
基
本
設
計
）
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昨
年
に
続
き
、
２
年
連
続
で
発

生
し
た
７
月
の
豪
雨
災
害
に
つ
い

て
、
災
害
発
生
当
初
か
ら
町
民
の

み
な
さ
ま
を
は
じ
め
県
当
局
な
ど

多
方
面
の
方
々
か
ら
ご
支
援
・
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
昨
年
の
経
験

を
生
か
し
応
急
対
応
等
を
図
っ
て

き
ま
し
た
。　
　
　
　

　

今
回
の
被
害
は
、
住
宅
等
の
建

物
被
害
は
全
壊
、
一
部
損
壊
、
床

上
床
下
浸
水
を
合
わ
せ
て
66
件
に

及
び
ま
し
た
。

　

農
林
関
係
、
公
共
土
木
施
設
、 

観
光
施
設
、
学
校
施
設
の
被
害
額

は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　

被
害
に
対
し
て
は
、
予
算
の
補

正
等
に
よ
り
、
復
旧
に
向
け
て
国

庫
補
助
の
申
請
作
業
を
最
優
先
と

し
て
き
ま
し
た
が
、
11
月
27
日
ま

で
に
す
べ
て
の
国
庫
補
助
査
定
が

終
了
し
ま
し
た
。
査
定
結
果
を
受

け
て
準
備
の
整
っ
た
工
事
か
ら
発

注
作
業
を
進
め
て
い
る
状
況
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
７
月
９
日
に
設

置
し
ま
し
た
白
鷹
町
豪
雨
災
害
対

策
本
部
は
、
11
月
28
日
を
も
っ
て

解
散
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
未
発
注
の
復
旧
工
事
に

つ
い
て
は
、
可
能
な
限
り
早
期
の

発
注
、
完
成
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

白
鷹
町
豪
雨
災
害
対
策
本
部
を
解
散

被害箇所数 被害額

 農作物 211 ヘクタール  　    約 2060 万円

 農　地
 農業用施設 44 カ所  約１億 1440 万円

 林　道 10 路線 40 カ所
（現場での確認が可能な範囲での把握）

 約１億 7390 万円

 公共土木施設
道路　４路線４カ所
河川　４河川６カ所  約１億 7750 万円

 観光施設
 学校施設         約 1660 万円

 合計  約５億    300 万円

大
瀬
地
内
国
道
２
８
７
号
が

　
　

12
月
10
日
午
後
２
時
よ
り
片
側
交
互
通
行
に
な
り
ま
す

　

地
す
べ
り
災
害
に
よ
っ
て
３
月

31
日
よ
り
全
面
通
行
止
め
と
な
っ

て
い
た
大
瀬
地
内
の
国
道
２
８
７

号
は
、
12
月
10
日（
水
）午
後
２
時

よ
り
片
側
交
互
通
行
と
な
り
、
大

型
車
の
通
行
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
現
地
で
は
災
害
復
旧
事

業
と
し
て
、
地
す
べ
り
の
要
因
と

な
る
地
下
水
の
水
位
を
低
下
さ
せ

る
た
め
の
横
ボ
ー
リ
ン
グ
工
事
や

鋼
材
を
地
中
に
埋
め
込
む
グ
ラ
ウ

ン
ド
ア
ン
カ
ー
工
事
、
道
路
の
山

側
及
び
川
側
擁
壁
工
事
が
行
わ
れ
、

早
期
の
復
旧
に
向
け
て
急
ピ
ッ
チ

で
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

片
側
交
互
通
行
の
開
始
に

伴
い
、
住
民
混
乗
バ
ス
の
荒

砥
大
瀬
線
は
12
月
11
日（
木
）

よ
り
大
瀬
発
着
と
な
り
、
ダ

イ
ヤ
も
通
常
ど
お
り
運
行
さ

れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
企
画
室
企
画
調
整
係

☎
85

－

６
１
２
３ 

白
鷹
の
森
林
林
業
の
再
生
へ
！

　復旧状況については、「広報しらたか１月 13 日号」
でお知らせします。

■問い合わせ　総務課防災管財係
　　　　　　　　☎ 85 － 6122

早期の復旧に向け工事が進められている大瀬地内の国道 287 号。（最上川対岸より）
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白
鷹
の
森
林
林
業
の
再
生
へ
！

　

町
で
は
、
昨
年
７
月
の
豪
雨
災

害
を
受
け
、
町
内
の
森
林
環
境
保

全
を
目
的
に
森
林
・
林
業
再
生
協

議
会
を
組
織
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
「
森
林
整
備
・
境
界
明
確
化
部

会
」
と
「
木
材
・
バ
イ
オ
マ
ス
利

用
部
会
」
の
２
部
会
で
組
織
し
て

い
る
協
議
会
の
活
動
の
ほ
か
、
ま

ち
づ
く
り
助
成
事
業
を
活
用
し
た

町
民
の
み
な
さ
ん
が
主
体
と
な
っ

た
取
り
組
み
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　

取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す

◆
森
林
整
備
・
境
界
明
確
化
部
会

◆
木
材
・
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
部
会

◆
町
民
主
体
の
活
動

【
鋸お
が

谷や

式
間
伐
法
講
習
会
】

　

10
月
18
日
、
町
内
の
山
林
に
お

い
て
、
元
林
業
改
良
指
導
員
の
鋸

谷
茂
さ
ん
に
よ
る
「
鋸
谷
式
間
伐

法
講
習
会
」　
（
菅
原
庄
市
実
行
委

員
長
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

講
習
会
に
は
、
町
の
森
林
を
再

生
さ
せ
よ
う
と
、
若
い
方
や
女
性

も
含
め
約
70
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
よ
り
多
く
の
方
に
関
心

を
持
っ
て
森
林
整
備
に
関
わ
っ
て

も
ら
い
、
災
害
を
防
ぐ
健
全
な
森

林
へ
の
再
生
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

木質バイオマス活用事業「しらたか木の駅プロジェクト」

木材利用ワークショップ

　

白
鷹
町
の
山
林
は
、
も
と
も
と

所
有
者
が
多
く
入
り
組
ん
だ
人
工

林
中
心
で
あ
る
こ
と
、
山
林
を
管

理
す
る
方
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と

や
境
界
の
目
安
と
な
る
資
料
が
明

治
時
代
に
作
成
さ
れ
た
図
面
の
み

で
現
状
と
大
き
く
異
な
る
な
ど
、 

境
界
が
不
明
確
な
箇
所
が
多
く
森

林
整
備
が
進
ま
な
い
状
況
で
し
た
。

　

今
年
度
よ
り
、
所
有
者
と
所
有

者
界
を
明
確
に
す
る
た
め
林
野
庁

の
補
助
事
業
に
よ
り
モ
デ
ル
地
区

を
選
定
し
境
界
明
確
化
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
境
界
が
確
定
し

た
箇
所
は
間
伐
等
を
行
い
、
環
境

保
全
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

森
林
・
林
業
の
活
性
化
を
目
指

し
「
木
材
利
用
の
推
進
」「
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
促
進
」
に
つ

い
て
、
課
題
の
整
理
と
解
決
、
産

業
の
活
性
化
な
ど
に
向
け
て
検
討

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

林
野
庁
の
補
助
事
業
に
よ
り
木

材
利
用
拡
大
に
向
け
て
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
勉
強
会
を
実
施
し
て

い
る
ほ
か
、
今
後
の
林
業
活
性
化

の
た
め
、
外
部
講
師
の
方
に
指
導

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
町
内
の
森

林
・
林
業
関
係
者
の
方
々
と
町
産

材
の
利
用
拡
大
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
ま
す
。

【
し
ら
た
か
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

　

11
月
８
日
に
は
「
し
ら
た
か
木

の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」　
（
小
林
真

実
行
委
員
長
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

 　
「
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と

は
、
伐
採
し
た
木
材
を
「
木
の
駅

（
集
積
所
）」
へ
出
荷
し
、
出
荷
者

に
は
１
㎥
あ
た
り
４
０
０
０
円
を
、

地
域
限
定
通
貨
「
モ
リ
券
」
と
し

て
還
元
す
る
取
り
組
み
で
す
。
モ

リ
券
は
、
町
内
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

参
加
登
録
店
13
店
舗
で
商
品
と
交

換
す
る
こ
と
が
で
き
、
森
林
整
備

と
地
域
活
性
化
の
き
っ
か
け
と
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

所有者立ち会いでの現地調査

鋸谷式間伐法講習会

木の駅にはこの日だけで 40 ㎥の木材が集まった

■
問
い
合
わ
せ　
　
　
　
　

産
業
振
興
課
農
村
整
備
係　

☎
85

－

６
１
２
５　
　
　
　

総
務
課
企
画
室
ま
ち
づ
く
り

推
進
係　

☎
87

－

０
８
３
０



●�　　 広報しらたか　2014.12.10 　　 広報しらたか　2014.12.10　　 広報しらたか　2014.12.10 　　 広報しらたか　2014.12.10

◆
シ
ー
ズ
ン
券

◇
販
売
期
間

・
12
月
10
日（
水
）～
18
日（
木
）…

教
育
委
員
会

・
12
月
19
日（
金
）か
ら
…
ス
キ
ー

場
リ
フ
ト
管
理
棟
（
営
業
可
能
な

期
間
）
ま
た
は
教
育
委
員
会
（
降

雪
状
況
に
よ
っ
て
営
業
で
き
な
い

期
間
）

◇
持
参
い
た
だ
く
も
の

　

下
記
の
料
金
、

　

顔
写
真（
縦
２
・５
㌢
×
横
２
㌢
）

※
顔
写
真
が
な
い
と
シ
ー
ズ
ン
券

を
発
行
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず

持
参
く
だ
さ
い
。

◇
受
付
時
間

・
教
育
委
員
会　

午
前
８
時
30
分

　

～
午
後
５
時
（
平
日
の
み
）

・
ス
キ
ー
場
リ
フ
ト
管
理
棟
（
上

　

記
ス
キ
ー
場
営
業
時
間
内
）

◆
学
校
の
授
業
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
の
活
動
に
シ
ー
ズ
ン
券
は
使
え

ま
せ
ん
。

◆
シ
ー
ズ
ン
券
は
、
ほ
か
の
人
に

貸
し
た
り
譲
っ
た
り
で
き
ま
せ
ん
。

◆
シ
ー
ズ
ン
券
は
、
ナ
イ
タ
ー
で

も
使
用
で
き
ま
す
。

◆
団
体
割
引
を
利
用
す
る
場
合
は
、

あ
ら
か
じ
め
教
育
委
員
会
の
許
可

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

毎
月
第
３
日
曜
日
は
、
小
学
生
ま

で
リ
フ
ト
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

　

ス
キ
ー
場
の
リ
フ
ト
乗
り
場
で

「
ス
キ
ー
子
ど
も
の
日
無
料
パ
ス
」

を
発
行
し
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
付

け
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
ゲ
レ
ン
デ
や
駐
車
場
で
は
、
事

故
防
止
の
た
め
パ
ト
ロ
ー
ル
員
や

係
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

け
が
や
事
故
の
と
き
は
、
パ
ト
ロ

ー
ル
員
や
係
員
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
ポ
ー
ル
を
利
用
す
る
と
き
は
、

リ
フ
ト
管
理
人
の
指
示
に
従
っ
て

く
だ
さ
い
。

リフト券 料　金

１回券 150円

回数券
大人（11回券） 1,540円

小人（11回券） 1,020円

１日券
大　人 2,260円

小　人 1,540円

ナイター券
大　人 1,230円

小　人 820円

シーズン券

小学生以下 10,280円

中学生 13,370円

高校生・大人 20,570円

注）小人は、小学生以下です。
　　１回券、回数券及び１日券はナイター使用でき
　　ません。
　　シーズン券はナイター使用を含みます。
　　リフトに乗車するすべてのお客様よりリフト料
　　金をいただきます。
　　（幼児・お年寄りについても同様です）

12月19日（金）～平成27年３月15日（日）

・午前９時～午後４時30分（土・日・祝日　午後５時）

・午後５時30分（土・日・祝日　午後５時）～午後９時（ナイター）

（期間及び営業時間は、積雪状況により変わることがあります。

　土・日・祝日の日中からナイターの切り替え時に10～15分程

　度リフトを停止しますので、ご了承ください。）

・２月15日（日）は町スキー大会のため一般利用は午後２時以降

　になります。

◆
ナ
イ
タ
ー
ス
キ
ー
を
児
童
や
生

徒
が
利
用
す
る
と
き
は
、
保
護
者

ま
た
は
そ
れ
に
代
わ
る
人
が
同
伴

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
ナ
イ
タ
ー
ス
キ
ー
で
は
、
原
則

と
し
て
ポ
ー
ル
や
コ
ー
ス
設
定
は

で
き
ま
せ
ん
。

◆
ご
み
は
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係

☎
85

－

６
１
４
７

白
鷹
ス
キ
ー
セ
ン
タ
ー

☎
87

－

２
４
５
６

白
鷹
町
営
ス
キ
ー
場
リ
フ
ト
管
理

棟
　

☎
87

－

２
２
１
５

町営スキー場がオープンします
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税
務
出
納
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

農
業
所
得
の
申
告
は
、
農
畜
産

物
を
出
荷
・
販
売
し
て
い
る
方
が

対
象
と
な
り
ま
す
。
自
家
消
費
の

み
の
場
合
は
、
申
告
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

農
業
所
得
の
計
算
は
、
実
際
の

収
入
金
額
か
ら
必
要
経
費
を
差
し

引
い
て
所
得
金
額
を
計
算
す
る
収

支
計
算
が
原
則
で
す
。

　

収
支
計
算
に
は
、
収
入
金
額
や

必
要
経
費
に
係
る
請
求
書
、
領
収

書
な
ど
の
書
類
の
保
存
と
日
々
の

取
引
の
記
録（
帳
簿
）が
必
要
で
す
。

※
平
成
26
年
１
月
か
ら
、
事
業
や

農
業
、
不
動
産
貸
付
等
を
行
う
す

べ
て
の
方
は
、
記
帳
と
帳
簿
書
類

の
保
存
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

町
県
民
税
の
申
告
の
み
の
方
も
す

べ
て
対
象
で
す
。

賃
耕
料
・
小
作
料
等
支
払
明
細

書
の
提
出

　

賃
耕
料
や
小
作
料
の
支
払
い
が

あ
り
、
控
除
の
対
象
と
さ
れ
る
方

は
、
支
払
明
細
書
を
作
成
の
う
え
、

平
成
27
年
１
月
15
日
（
木
）
ま
で

税
務
出
納
課
町
民
税
係
（
４
番
受

付
）
に
提
出
く
だ
さ
る
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　農
業
所
得
を
申
告
さ
れ
る
か
た
へ

◆
対
象
と
な
る
賃
耕
料
・
小
作
料

①
賃
耕
料

　

個
人
間
で
の
農
作
業
（
耕
う
ん

・
代
か
き
・
育
苗
・
田
植
え
・
稲

刈
り
な
ど
）
の
委
託
料
で
す
。

・
機
械
利
用
組
合
、
ラ
イ
ス
セ
ン

タ
ー
、
カ
ン
ト
リ
ー
組
合
、
育
苗

組
合
、
農
事
組
合
法
人
な
ど
の
利

用
者
は
、
申
告
相
談
の
際
に
利
用

料
の
明
細
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

②
小
作
料

　

農
地
の
賃
借
料
で
す
。（
米
な
ど

の
現
物
支
払
い
を
含
み
ま
す
） 賃耕料・小作料等支払明細書は平成 27

年１月 15 日（木）まで提出してください。

申
告
相
談
の
日
程
に
つ
い
て

　

申
告
相
談
の
日
程
は
広
報
し
ら

た
か
１
月
13
日
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
指
定
さ
れ
た
日
時
を
ご
確

認
の
う
え
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

固
定
資
産
税
は
、
白
鷹
町
に
あ

る
土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
を
毎

年
１
月
１
日
（
基
準
日
）
現
在
で

評
価
し
、
基
準
日
時
点
の
所
有
者

に
課
税
す
る
も
の
で
す
。

　

税
務
出
納
課
で
は
、
現
在
、
平

成
27
年
度
の
課
税
に
向
け
た
作
業

（
土
地
の
現
況
調
査
と
評
価
、
新

増
改
築
家
屋
の
調
査
と
評
価
、
償

却
資
産
申
告
の
受
付
）
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

平
成
26
年
１
月
２
日
か
ら
平
成

27
年
１
月
１
日
ま
で
の
期
間
で
次

に
該
当
す
る
固
定
資
産
を
所
有
す

る
方
は
、
お
手
数
で
も
ご
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。
公
平
な
課
税
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

土　

地

◇
土
地
の
現
況
（
利
用
状
況
）
が

変
わ
っ
た
と
き

※
住
宅
を
取
り
壊
し
て
駐
車
場
や

　

資
材
置
き
場
・ 

空
き
地
に
し
た
。

※
山
林
や
原
野
を
造
成
し
て
、
宅        

　

地
や
駐
車
場
・
資
材
置
き
場
に

　

し
た
。

　

家　

屋

◇
家
屋
（
建
物
）
に
異
動
が
あ
っ

た
と
き

※
建
物
を
新
増
改
築
し
た
、
取
り

　

壊
し
た
、
な
ど

（
５
月
に
送
付
し
ま
し
た
「
所
有

建
物
確
認
の
お
願
い
」
な
ど
に
よ

り
、
す
で
に
ご
報
告
い
た
だ
い
た

方
は
、
今
回
の
連
絡
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。）

　

償
却
資
産

　

償
却
資
産
は
、
事
業
用
資
産
の

所
有
者
に
申
告
の
義
務
が
あ
り
ま

す
。
12
月
中
旬
に
申
告
書
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
２
月
２
日
ま
で
申

告
を
お
願
い
し
ま
す
。
平
成
26
年

中
に
新
た
に
取
得
さ
れ
た
方
、
ま

た
は
今
ま
で
に
申
告
さ
れ
て
い
た

方
で
申
告
書
が
届
か
な
い
場
合
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
申
告
書
な
ど

を
送
付
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
　

　

税
務
出
納
課
資
産
税
係

　
　
　
　
　
　

☎
85

－

６
１
３
３

　固
定
資
産
税
の
課
税
に
つ
い
て

－

土
地
・
建
物
な
ど
の
評
価
・
課
税

－

※
Ｊ
Ａ
農
地
保
有
合
理
化
事
業
で

の
賃
借
料
は
、
提
出
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

支
払
明
細
書
が
必
要
な
方
は
、
税

務
出
納
課
町
民
税
係
（
４
番
受

付
）
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

土
地
改
良
・
水
利
組
合
の
方
へ

　

土
地
改
良
・
水
利
組
合
に
加
入

の
方
が
、
申
告
の
際
に
賦
課
金
を

控
除
の
対
象
と
す
る
場
合
、
そ
の

金
額
を
計
算
す
る
た
め
、
組
合
か

ら
事
前
に
収
支
計
算
書
、
賦
課
金

内
訳
書
な
ど
の
書
類
の
提
出
が
必

要
で
す
。

　

昨
年
ま
で
提
出
い
た
だ
い
て
い

る
組
合
に
は
今
年
も
お
送
り
し
ま

し
た
が
、
新
た
に
提
出
す
る
組
合

は
、
税
務
出
納
課
町
民
税
係
よ
り

用
紙
を
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

税
務
出
納
課
町
民
税
係

☎
85

－

６
１
３
２
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区分 所得要件 自己負担限度額

Ａ
上位所得者

  所得 600 万円超
150,000 円＋（総医療費－500,000円）×1％

＜多数回該当：83,400 円＞

Ｂ
一般所得者

  所得 600 万円以下
  80,100 円＋（総医療費－267,000円）×1％

＜多数回該当：44,400 円＞

Ｃ
低所得者

  住民税　非課税   35,400 円
＜多数回該当：24,600 円＞

区分 所得要件 自己負担限度額

ア   所得 901 万円超 252,600 円＋（総医療費－842,000円）×1％ 
＜多数回該当：140,100 円＞

イ
  所得 600 万円超～
　　   901 万円以下

167,400 円＋（総医療費－558,000円）×1％ 
＜多数回該当：93,000 円＞

ウ
  所得 210 万円超～     
　　   600 万円以下

  80,100 円＋（総医療費－267,000円）×1％
＜多数回該当：44,400 円＞

エ   所得 210 万円以下
 57,600 円

＜多数回該当：44,400 円＞

オ   住民税　非課税
 35,400 円 

＜多数回該当：24,600 円＞

　平成 27 年 1 月から、70 歳未満の方の高額療養費の自己負担限度額が下記のように変更になります。
　これにより、今までよりも所得要件が細分化され、みなさんの所得に応じて医療費の負担軽減が行
われるようになります。
　なお、70 歳以上の方の自己負担限度額に変更はありません。

※同じ医療機関でお支払いいただいた自己負担額が限度額を超えない場合でも、同じ月の複数の医療機関で
　お支払いいただいた額を合算することができます。ただし、70 歳未満の方は、同じ医療機関で同じ月に
　21,000 円以上であることが必要です。

高額療養費が変わります！
国民健康保険からのお知らせ

70 歳未満の方の自己負担限度額

平成 26 年 12 月まで 平成 27 年１月から

平成 27年
　１月から

※所得とは、基礎控除後の「総所得金額等」のことです。
　「総所得金額等」＝総所得（ 収入総額  －  必要経費  －  給与所得控除  －  公的年金等控除額 ）－基礎控除（33 万円）

※多数回該当とは、過去 12 カ月に、同じ世帯で高額療養費の支給が４回以上あった場合の、４回目から適
　用される限度額です。

◇現在、有効期限が平成 26 年 12 月 31 日までの限度額適用認定証をお持ちの方には、1 月から７月までご
　使用いただける新たな適用区分の認定証を 12 月下旬に郵送します。（再度の申請は不要です）

「高額療養費」とはどんな制度？

　1 ヵ月（1 日から末日）の医療費の自己負担額が、一定の額（自己負担限度額）を
超えて高額になったとき、高額療養費としてその超えた分が国保から払い戻される
制度です。

■問い合わせ　町民課国保医療係　☎ 85 － 6130
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　　第２次白鷹町健康増進計画
「元気ニコニコしらたか21」 vol.19

１. 運動による健康づくり  

【健康づくりのための運動講座】

　福祉施設の作業体験を実施しました。利用

されている方への理解をより深めるためのも

ので、昨年以上の参加をいただきました。

　また、売店もこれまで以上に盛況でした。

■問い合わせ　健康福祉課健康推進係　☎86－0210

２.元気いっぱい子どもの健康づくり

【親子ふれあい体操】

３.地域ぐるみの健康づくり　

　昨年に続き、保健委員の皆さんに禁煙をす

すめるための紙芝居を上映いただきました。

子どもたちはお兄さんとお姉さんの話に真剣

に耳を傾け、親子で煙草の害について考える

機会になりました。

　健康増進計画に基づき11月８日に実施した平成26年度「元気ニコニコ健康まつり」についてお

知らせします。

　日頃の運動不足やストレス解消のため、また、

メタボ ･ ロコモ予防のため、より簡単で、生活の

中に取り入れられる運動を教えていただきました。

参加された皆さんは、終了後には大きな爽快感を

得て帰られたようでした。

　幼少期の親子のふれあい、楽しい体験はその後

の宝物です。また、子どもの体力低下について理

解を深め、日頃の遊びの参考にしてもらうために

開催しています。今年も多くの方に参加いただき、

楽しそうな笑い声が絶えない時間となりました。

【福祉施設作業体験・売店】 【荒砥高校保健委員　禁煙活動発表】
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全
国
学
校
体
育
研
究
優
良
校
表
彰

　

白
鷹
西
中
学
校

　

鮎
貝
小
学
校

　

白
鷹
西
中
学
校
と
鮎
貝
小
学
校

が
、
第
53
回
全
国
学
校
体
育
研
究

大
会
に
お
い
て
、
学
校
体
育
優
良

校
と
し
て
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。  

　

両
校
は
、
生
徒
・
児
童
が
互
い

の
関
わ
り
あ
い
を
通
し
て
体
力
づ

く
り
や
運
動
能
力
を
高
め
る
こ
と

を
目
的
に
学
校
体
育
の
研
究
実
践

を
し
て
お
り
、
そ
の
成
果
が
認
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

５
団
体
は
、
永
年
に
渡
り
、
道

路
環
境
の
整
備
や
花
植
え
、
河
川

の
清
掃
、
草
刈
作
業
な
ど
に
努
め
、

地
域
の
環
境
改
善
と
住
民
の
地
域

愛
護
思
想
、
河
川
愛
護
思
想
の
普

及
に
貢
献
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、

こ
の
た
び
、
山
形
県
知
事
よ
り
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

各
団
体
の
代
表
者
は
、「
今
後
は

地
域
の
若
い
世
代
に
も
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

共
に
地
域
活
動
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

町
内
の
５
団
体
に
山
形
県
知
事
感
謝
状

【
マ
イ
ロ
ー
ド
団
体
】

　

◇
し
ら
た
か
花
咲
か
緑
育
て
隊          

　
　
　
　
　
　
（
髙
野
節
子
代
表
）

　

◇
白
鷹
紅
の
花
を
咲
か
せ
る
会

　
　
　
　
　
　
（
小
松
紀
夫
代
表
）

　

◇
荒
砥
の
散
歩
道

　
　
　
　
　
　
（
塚
原
信
一
代
表
）

【
河
川
ア
ダ
プ
ト
団
体
】

　

◇
ク
リ
ー
ン
耳
堂
川

　
　
　
　
　
　
（
小
林
宣
浩
代
表
）

　

◇
絹
市
沿
線
ク
リ
ー
ン
会

　
　
　
　
　
　
（
渡
部
誠
藏
代
表
）

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

日
本
Ｇ
Ｔ
株
式
会
社
山
形
工
場

　

日
本
Ｇ
Ｔ
株
式
会
社
山
形
工
場

が
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　

賃
金
、
労
働
時
間
及
び
雇
用
の

変
動
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目

的
に
実
施
し
て
い
る
「
毎
月
勤
労

統
計
調
査
」
に
お
い
て
、
永
年
に

わ
た
り
調
査
に
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
い
る
事
業
所
と
し
て
、ま
た
、

毎
月
期
限
ま
で
遅
滞
な
く
回
答
さ

れ
て
い
る
こ
と
や
回
答
内
容
の
正

確
さ
な
ど
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
た

び
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

第
64
回

全
国
公
共
図
書
館
協
議
会
表
彰

江
口
儀
雄
さ
ん
（
荒
砥
）

　

江
口
儀
雄
さ
ん
が
全
国
公
共
図

書
館
協
議
会
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

　

江
口
さ
ん
は
、
36
年
の
永
き
に

わ
た
り
白
鷹
町
図
書
館
協
議
会
委

員
（
う
ち
委
員
長
16
年
）
を
務
め

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
歴
史
研
究

家
と
し
て
、
図
書
館
の
郷
土
資
料

の
収
集
に
ご
指
導
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

図
書
館
の
充
実
・
発
展
と
読
書

普
及
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
に
対
し
、

こ
の
た
び
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。



●13　　 広報しらたか　2014.12.10 　　 広報しらたか　2014.12.10

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

◇
イ
ー
グ
ル
会　

様

　

イ
ー
グ
ル
会（
新
野
康
雄
会
長
）

様
よ
り
、
10
万
円
を
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

イ
ー
グ
ル
会
様
の
平
成
26
年
度

の
納
会
に
お
い
て
、
60
周
年
を
迎

え
た
町
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め

に
使
っ
て
ほ
し
い
と
寄
付
い
た
だ

い
た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◇
山
形
お
き
た
ま
農
業
協
同
組
合
・

全
国
共
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会

山
形
県
本
部　

様

　
　

　

11
月
６
日
、
山
形
お
き
た
ま
農

業
協
同
組
合
様
、
全
国
共
済
農
業

協
同
組
合
連
合
会
山
形
県
本
部
様

よ
り
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
４
基
を
町

に
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
交
通

安
全
と
事
故
防
止
の
た
め
に
、
と

毎
年
寄
贈
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

町
内
各
所
に
設
置
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　

町
に
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

第
64
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　作
文
・
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
の
趣
旨
を
踏
ま

え
、
次
代
を
担
う
小
・
中
学
生
が
、
日
常
生
活
や
学
校
生
活
で
感
じ
た

こ
と
を
通
し
て
、
犯
罪
・
非
行
の
な
い
地
域
社
会
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
西
置
賜
地
区
コ
ン
ク
ー

ル
に
応
募
の
白
鷹
町
の
作
品
の
中
か
ら
次
の
作
品
が
入
賞
し
ま
し
た
。

【
標
語
の
部
】

小
学
校
の
部　
　

最
優
秀
賞　

　

蚕
桑
小
学
校
６
年　

青
木
翔

「「
や
め
よ
う
」
と　

言
え
る
勇

気
と　

や
め
る
意
志
」

優
秀
賞　

　

蚕
桑
小
学
校
４
年　

大
沼
晴
揮

「
見
守
る
よ　

や
さ
し
い
地
域
の

　

多
く
の
目
」

努
力
賞　

　

東
根
小
学
校
６
年　

菅　

幸
歩

「
聞
こ
え
て
い
る
で
し
ょ　

あ
の

子
の
悲
鳴　

君
の
勇
気
で
未
来
も

変
わ
る
」

中
学
校
の
部

最
優
秀
賞　

　

東
中
学
校
３
年　

菅
原
麻
鈴

「
思
い
や
り　

持
て
ば
変
わ
る
よ

　

み
ん
な
の
未
来
」

努
力
賞　

　

東
中
学
校
１
年　

佐
藤
和
真

「
友
達
に　

優
し
く
す
る
人　

強

い
人
」

努
力
賞　

　

東
中
学
校
２
年　

加
藤
晋
敏

「
差
別
な
く　

み
ん
な
の
心　

つ

な
げ
よ
う
」

【
作
文
の
部
】

小
学
校
の
部　

優
秀
賞　

　

蚕
桑
小
学
校
５
年　

丸
川
和
紗

「
身
近
な
ふ
れ
合
い
を
大
切
に
し
よ
う
」

努
力
賞　

　

鮎
貝
小
学
校
６
年　

樋
口
莉
紗

「
子
供
の
こ
と
を
考
え
よ
う
」

中
学
校
の
部　

優
秀
賞　

　

東
中
学
校
１
年　

髙
橋
佳
蓮

「
い
じ
め
の
な
い
社
会
に
す
る
た
め
」

優
秀
賞　

　

東
中
学
校
３
年　

小
林
咲
里
菜

「
明
る
い
社
会
を
作
る
た
め
に
」

努
力
賞　

　

東
中
学
校
３
年　

村
上
沙
羅

「
犯
罪
で
私
が
感
じ
た
こ
と
」

努
力
賞　

　

東
中
学
校
１
年　

髙
橋
瑛
祐

「
普
段
か
ら
し
て
い
る
こ
と
」

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課
福

祉
係　

☎
86

－

０
１
１
１

山
形
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

◇
入
選　

　

｢

山
形
い
も
に
の
ひ
み
つ｣

荒
砥
小
学
校
３
年　

　
　
　
　
　

鈴
木　

美
冴　

さ
ん

置
賜
地
区
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

◇
佳
作　

　

｢

２
年
生
の
早
ね
早
お
き
朝
ご

は
ん
！｣

蚕
桑
小
学
校
２
年
生
の
み
な
さ
ん

　
（
10
名
）

第
64
回

第
48
回
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白は

く

鷹よ

う

山ざ

ん

情
報

初
日
か
ら
４
連
勝
！

  

５
勝
２
敗
の
好
成
績

　

大
相
撲
11
月
場
所

（
11
月
９
日
～
23
日
）

取組 星取 決まり手
初　日 ○ 寄り切り
３日目 ○ 押し出し
５日目 ○ 押し出し
中　日 ○ 押し出し
９ 日目 ● 送り出し
12 日目 ○ 押し出し
千秋楽 ● 送り出し

西幕下21枚目　５勝２敗

今
場
所
を
振
り
返
っ
て

　
（
白
鷹
山
の
コ
メ
ン
ト
）

　　

こ
の
た
び
、
高
田
川
部
屋
か

ら
新
十
両
が
誕
生
し
ま
し
た
。 

四
股
名
は
「
輝
か
が
や
き」
関
で
す
。
そ

の
輝
関
の
付
き
人
を
す
る
こ
と

に
な
り
、
付
き
人
に
な
っ
て
初

め
て
の
場
所
で
、
自
分
の
こ
と

以
外
に
も
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
こ
と
が
あ
る
の
が
新
鮮
で
し

た
。
自
分
も
早
く
そ
ち
ら
側
に

な
り
た
い
と
改
め
て
思
い
直
す

良
い
場
所
に
な
り
ま
し
た
。 

　

来
年
に
は
自
分
も
新
十
両
に

な
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。 

『実りの秋カラフル弁当』
樋口琥珀くん・真由美さん

（さくらの保育園）

『野菜いっぱい　いろどり弁当』
青木美麗さん ･ 満里子さん

（荒砥小学校）

『smile 弁当』
鈴木香織さん
（荒砥高校）

『秋の味覚いっぱい！妖怪弁当』
渋谷晃生くん ･ 悦代さん

（さくらの保育園）

　平成 26 年度　げんき弁当コンクール

◆最優秀賞 ◆優秀賞 ◆優秀賞

◆食育推進協議会長賞 ◆健康づくり推進員会長賞 ◆審査員特別賞

『パパと秋のお出かけ弁当』
高橋一花さん・七倖さん・顕彦さん

（荒砥小学校）

『秋のみのり　べにたかちゃん弁当』
　岡部稟子ちゃん ･ 愛さん

（さくらの保育園）

　11 月８日の元気ニコニコ健康まつりで「げんき弁当コンクール」が開催されました。白鷹産または置
賜産の食材を５品以上使った１食 500 円以内の手作り弁当として、栄養バランスや色どりなどを考えた弁
当が並び、審査の結果、以下の弁当が入賞しました。
　元気なこころとからだをつくる地産地消の手作り弁当の良さを見直してもらおうと毎年開催されてきた
コンクールは今年度で終了となりますが、町内には『弁当の日』も広まってきています。

　
　
　竹
田
静
香
さ
ん
（
佐
野
原
）
が

　
　
　
　
　
　
　技
能
五
輪
全
国
大
会
へ

　

白
鷹
高
等
専
修
学
校
３
年
の
竹

田
静
香
さ
ん
が
、
技
能
五
輪
服
飾

部
門
の
県
予
選
会
に
挑
戦
し
、
見

事
に
合
格
。
山
形
県
代
表
と
し
て

愛
知
県
で
開
催
さ
れ
た
全
国
大
会

へ
出
場
し
ま
し
た
。
技
能
五
輪
は
、

若
者
の
技
能
レ
ベ
ル
日
本
一
を
競

う
大
会
で
、
経
験
年
数
を
要
す
る

た
め
主
に
社
会
人
の
出
場
が
ほ
と

ん
ど
で
、
高
等
専
修
学
校
生
の
出

場
は
県
内
で
は
初
の
快
挙
で
す
。

　

今
後
も
さ
ら
に
技
術
を
習
得
し
、

山
形
県
で
開
催
さ
れ
る
平
成
28
年

度
全
国
大
会
へ
の
出
場
も
期
待
さ

れ
ま
す
。

成
績
優
秀
者
激
励
金
を
交
付



　　 広報しらたか　2014.12.10 　　 広報しらたか　2014.12.10●15　　 広報しらたか　2014.12.10 　　 広報しらたか　2014.12.10

　11月11日、鮎貝小学校の３年生26人が、
学校近くのりんご畑で、甘く大きく実った
りんごを収穫しました。6月に摘果を、９
月には葉摘みを体験。葉摘みの際、児童た
ちは、りんごに思い思いに描いた絵やメッ
セージなどを書いたオリジナルのシールを
貼り、この日の収穫を心待ちにしていた様
子。収穫後、児童たちは、たくさんの蜜が
入った甘いりんごを笑顔でほおばっていま
した。

　　

　11月14日、東北税理士会長井支部が主催
の租税教室が荒砥小学校６年生を対象に開
催されました。税金がどのように使われて
いるのかを、楽しみながら学んで社会の学
習につなげてほしいと開かれたもので、も
し税金がなかったらどうなるのか、納税は
助け合いの社会をつくるために大切なこと
を、アニメの鑑賞と○×クイズで学びまし
た。年間で50兆円の納税があることを教わ
り、１億円のレプリカも登場しました。

　11月18日、健康福祉センターで、イタリ
ア料理「ＳＩＡＴＴＡＣＡ」のオーナーシェ
フ安達稔さんを講師に迎え、白鷹産の食材
を使った料理講習会が開催されました。豆
と青菜漬けのリゾット、ごぼうと野菜のミ
ルクコンソメスープ、リンゴのキャラメリ
ゼなど、どの料理にも白鷹産の食材を取り
入れ、作り方を丁寧に教えていただきまし
た。参加者からは、「また自宅でも作ってみ
たい。」などの声が聞かれました。

!?

　

白
鷹
産
食
材
料
理
講
習
会

　

　11月23日、東陽グランドで、西中学校閉
校記念サッカー部ＯＢ交流試合が行われま
した。西中学校が今年度で閉校することか
ら、サッカー部ＯＢの有志が企画。発案か
ら１カ月足らずでしたが、当日は20代前半
から50代後半まで幅広い世代のＯＢが集ま
り、蚕桑出身と鮎貝出身に分かれて試合を
行いました。サッカーを続けている人もい
ない人も、みんな中学時代に戻ったように
笑顔でボールを追いかけた一日でした。

第
15
回
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ

　

Ｙ
Ｔ
Ｓ
山
形
テ
レ
ビ
が
主
催
す

る「
第
15
回
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
」

に
お
い
て
「
日
本
の
紅あ
か

を
つ
く
る

町
」
と
し
て
制
作
し
た
白
鷹
町
の

作
品
が
特
別
賞
の
「
音
楽
賞
」
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

白
鷹
町
が
生
産
量
日
本
一
と
な

る
紅
花
の
生
産
を
「
咲
か
せ
て
摘

ん
で
紅
に
し
て
」
と
リ
ズ
ミ
カ
ル

に
表
現
。
昨
年
の
「
映
像
賞
」
に

続
く
受
賞
で
す
。 

　

作
品
は
、
特
別
賞
の
副
賞
と
し

て
山
形
テ
レ
ビ
で
年
間
90
回
放
送

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
Ｙ
Ｔ
Ｓ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

「
日
本
の
紅あ

か

を
つ
く
る
町
」

音
楽
賞
を
受
賞
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商
品
を
購
入
し
た
消
費
者
に
次

々
と
新
た
な
商
品
を
購
入
さ
せ
る

「
次
々
販
売
」
の
被
害
が
置
賜
管

内
の
市
町
で
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

【
事
例
１
】

　

一
人
暮
ら
し
だ
が
、
訪
問
販
売

で
布
団
な
ど
を
次
々
と
買
わ
さ
れ
、

合
計
２
３
０
万
円
を
支
払
っ
て
し

ま
っ
た
。
数
社
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン

が
何
度
も
訪
ね
て
き
て
、
使
用
し

て
い
る
布
団
を
下
取
り
し
て
は
新

し
い
布
団
を
敷
い
て
帰
っ
た
。
代

金
を
現
金
一
括
で
支
払
っ
た
た
め

通
帳
の
残
高
が
な
く
な
り
、
生
活

で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

【
事
例
２
】

　

一
人
暮
ら
し
の
祖
母
の
家
を
訪

れ
、
見
慣
れ
な
い
ド
リ
ン
ク
剤
の

空
き
瓶
を
見
つ
け
た
。
1
本
5
千

円
も
す
る
そ
う
で
、
薬
の
販
売
業

■
問
い
合
わ
せ

　

町
民
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー
　

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
85

－

６
１
３
１

vol.51
高
齢
者
が
布
団
な
ど
を
買
っ
て
し

ま
う
「
次
々
販
売
に
」
注
意
を
！

町
内
で
重
大
交
通
事
故
多
発
！

運
転
者
は
緊
張
感
を
持
っ
て

　

安
全
運
転
と
思
い
や
り
運
転
を

冬
道
の
交
通
安
全

　

雪
の
降
り
始
め
は
要
注
意
！

　

慣
れ
な
い
雪
道
で
ス
リ
ッ
プ
事

故
が
多
発
し
ま
す
。
ス
ピ
ー
ド
を

落
と
し
て
安
全
走
行
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

　

冬
道
の
安
全
運
転
５
則

１
．
ス
ピ
ー
ド
は
、
夏
期
間
よ
り

　

10
キ
ロ
以
上
減
速
す
る

２
．
車
間
距
離
は
、
路
面
乾
燥
時

　

の
2
倍
以
上
と
す
る

３
．
急
加
速
、
急
ブ
レ
ー
キ
、
急

　

ハ
ン
ド
ル
等
の
急
激
な
操
作
を

　

避
け
る

４
．
視
界
不
良
時
は
、
前
方
を
よ

　

く
見
て
早
め
に
徐
行
す
る

５
．
追
い
越
し
は
し
な
い

　

特
に
、
ト
ン
ネ
ル
の
出
入
り
口
、

橋
の
上
、
日
陰
部
分
は
路
面
が
凍

結
し
て
い
ま
す
。
油
断
し
な
い
で

減
速
運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

年
末
年
始
は
、
お
酒
を
飲
む
機

会
が
多
く
な
る
時
期
で
す
。
飲
酒

運
転
は
絶
対
に
「
し
な
い
、
さ
せ

な
い
、
許
さ
な
い
」
を
徹
底
し
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
歩
行
者
は
、
運
転
者
か

ら
目
立
つ
明
る
い
服
装
を
心
が
け
、

夕
暮
れ
か
ら
夜
間
は
必
ず
反
射
材

を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

年
末
地
域
安
全
運
動
実
施
中

◆
実
施
期
間

12
月
1
日（
月
）～
12
月
31
日（
水
）

◆
運
動
の
重
点

１
．
少
年
の
非
行
防
止
と
各
種
犯

　

罪
被
害
の
防
止

２
．
特
殊
詐
欺
等
の
被
害
防
止

３
．
金
融
機
関
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

　

ス
ス
ト
ア
等
対
象
の
強
盗
事
件

　

の
未
然
防
止

年
の
瀬
、
正
月
は
し
っ
か
り
防
犯

◆
油
断
し
な
い
！

1
．
ひ
っ
た
く
り
や
置
き
引
き
、   

　

ス
リ
、
現
金
を
下
ろ
し
た
後
の

　

つ
け
ね
ら
い
な
ど
に
注
意

２
．
車
を
離
れ
る
と
き
は
必
ず
ド

　

ア
を
ロ
ッ
ク
し
、
車
内
に
金
品

　

を
残
さ
な
い

３
．
家
に
多
額
の
現
金
を
置
か
な

　

い
、
必
ず
カ
ギ
を
か
け
て
外
出

◆
騙
さ
れ
な
い
！

　

電
話
の
相
手
は
本
人
で
す
か
？ 

　

そ
の
話
は
本
当
で
す
か
？

電
話
を
切
っ
て
、
ま
ず
確
認
し
ま

し
ょ
う
！

■
問
い
合
わ
せ

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

☎
85

－

６
１
３
１

長
井
警
察
署
　

☎
84

－

０
１
１
０

白
鷹
西
駐
在
所
☎
85

－

２
０
２
９

白
鷹
東
駐
在
所
☎
85

－

２
０
４
６

者
を
名
乗
る
人
が
「
配
置
薬
を
置

か
せ
て
ほ
し
い
」
と
強
引
に
３
箱

も
置
い
て
帰
っ
た
と
い
う
。
別
の

業
者
が
置
い
た
と
い
う
新
品
の
羽

毛
布
団
も
2
組
も
あ
っ
た
。
必
要

な
い
の
で
返
品
し
た
い
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

　

被
害
を
未
然
に
防
ぎ
、
拡
大
さ

せ
な
い
た
め
に
は
、
家
族
や
周
り

の
方
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
家

に
見
知
ら
ぬ
人
が
出
入
り
し
て
い

な
い
か
、
家
の
中
に
大
量
の
不
要

な
商
品
や
不
審
な
契
約
書
な
ど
が

な
い
か
な
ど
、
日
ご
ろ
か
ら
気
を

配
り
ま
し
ょ
う
。

　

訪
問
販
売
で
購
入
し
た
商
品
の

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
期
間
は
、
契
約

書
を
受
け
取
っ
た
日
を
含
め
て
8

日
間
以
内
で
す
。
期
間
を
過
ぎ
る

と
返
品
が
で
き
な
く
な
る
可
能
性

が
あ
る
の
で
、
契
約
書
の
内
容
を

よ
く
読
み
、
必
要
の
な
い
商
品
は

買
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

交 通

防 犯
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も
し
な
く
な
っ
た

・
最
近
の
で
き
ご
と
が
思
い
出
せ

　

な
い
（
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
も
思

　

い
出
せ
な
い
）
な
ど

　

こ
の
状
態
を
放
置
し
、
進
行
し

て
し
ま
う
と
…

・
昼
と
夜
の
区
別
が
つ
か
な
い

・
正
し
く
服
が
着
ら
れ
な
い

・
食
後
す
ぐ
に
食
事
を
し
た
こ
と

　

を
忘
れ
る

・
家
族
に
「
誰
で
す
か
？
」
と
た

　

ず
ね
る　

な
ど

　

認
知
症
は
誰
も
が
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
生
活
習

慣
の
改
善
に
よ
っ
て
、
あ
る
程
度

予
防
で
き
た
り
、
進
行
を
お
さ
え

ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
無
理
せ
ず
、
自
分
で
で
き
る
こ

　

と
を
自
分
で
や
る　

・
交
流
や
趣
味
活
動
を
積
極
的
に

　

行
う

・
体
を
動
か
す
習
慣
を
つ
け
る

・
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る

・
複
数
の
作
業
を
同
時
に
行
う　

　

な
ど

　

サ
イ
ン
に
気
付
い
た
ら
、
早
め

に
専
門
医
や
か
か
り
つ
け
医
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
町
で
は
認
知
症
の
方
や

そ
の
家
族
の
方
が
安
心
し
て
在
宅

で
生
活
し
て
い
け
る
よ
う
認
知
症

支
援
訪
問
事
業
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
話
を
聞
い
て
み
た
い
方
、
利

用
し
て
み
た
い
方
は
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

「
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
」

　

認
知
症
介
護
の
経
験
者
の
話
を

聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

介
護
に
つ
い
て
一
人
で
悩
ま
ず

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

12
月
24
日
（
水
）　

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
申
し
込
み　

12
月
19
日
（
金
）

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

毎
日
の
活
動
で
認
知
症
予
防

　

認
知
症
の
よ
う
な
症
状
が
あ
っ

て
も
、
本
人
の
信
じ
た
く
な
い
気

持
ち
や
家
族
の
「
そ
ん
な
は
ず
は

な
い
」
と
否
定
し
た
い
気
持
ち
が

対
応
の
遅
れ
に
つ
な
が
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

「
以
前
と
違
う
」「
何
か
様
子
が

変
だ
」
と
い
う
サ
イ
ン
に
い
か
に

早
く
気
付
け
る
か
が
重
要
で
す
。

　

例
え
ば
…

・
外
出
し
な
く
な
っ
た　
　
　

・
物
を
置
き
忘
れ
る
。
い
つ
も
探

　

し
物
を
し
て
い
る

・
同
じ
質
問
を
何
度
も
す
る　

・
同
じ
も
の
を
購
入
す
る

・
財
布
が
小
銭
で
い
っ
ぱ
い
だ

・
身
な
り
を
気
に
し
な
く
な
っ
た

・
習
慣
に
し
て
い
た
こ
と
や
趣
味

　

11
月
5
日
、
滝
野
地
内
の
不

法
投
棄
箇
所
（
旧
国
道
３
４
８

号
）
で
、
地
元
の
方
々
と
不
法

投
棄
防
止
対
策
協
議
会
（
県
産

業
廃
棄
物
協
会
会
員
、
県
・
町

職
員
）
で
原
状
回
復
作
業
を
行

い
ま
し
た
。

　

ご
み
の
投
棄
箇
所
は
広
範
囲

に
わ
た
り
、
一
般
ご
み
の
他
に

も
タ
イ
ヤ
や
ガ
ス
ボ
ン
ベ
な
ど

の
不
法
投
棄
も
あ
り
ま
し
た
。

ご
ざ
や
建
具
な
ど
の
ご
み
が
多

い
箇
所
は
、
ユ
ニ
ッ
ク
で
ワ
イ

ヤ
ー
を
使
っ
て
引
き
上
げ
、
約

８
７
０
kg
の
ご
み
、
61
本
の
タ

イ
ヤ
を
回
収
し
ま
し
た
。

　

不
法
投
棄
の
原
状
回
復
に
は

多
大
な
労
力
と
費
用
が
か
か
り

ま
す
。「
誰
も
見
て
い
な
い
か

ら
…
」
と
安
易
に
捨
て
て
い
ま

せ
ん
か
？

　

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
。
美

し
い
し
ら
た
か
の
自
然
を
守
る

た
め
に
も
、
不
法
投
棄
は
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

　

☎
85

－

６
１
３
１

不
法
投
棄
防
止
強
化
月
間
（
11
月
）
活
動
報
告

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

健
康
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ

　

ン
タ
ー　

☎
86

－

０
１
１
２



●18　　 広報しらたか　2014.12.10 　　 広報しらたか　2014.12.10

Vol.３０ 

Ｒ
Ｏ
＊
Ｋ
Ｕ

ロ

ッ

ク

を
楽
し
も
う
♪

白
鷹
町
総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
通
信

白鷹町総合型地域
スポーツクラブゆめスポしらたか

「RO＊KU
ロ ッ ク

」事務局(中央公民館内) 

tel.87-8988 fax.85-2183 
E-mail 
rokku@so.town.shirataka.yamagata.jp 
ホームページ  
「ゆめスポしらたか」

で検索。または、

〝
冬
季
キ
ャ
ン
プ
今
年
は
２
回

〟

☆
第
１
弾
！

「
ス
キ
ー
キ
ャ
ン
プ
」

米
沢

▼
い
つ

２
月
７
日
（
土
）

～
８
日
（
日
）
（
１
泊
２
日
）

▼
場
所

米
沢
ス
キ
ー
場

▼
宿
泊

ロ
ッ
ヂ
ホ
ッ
ト
タ
イ
ム

・
ス
キ
ー
大
会
に
向
け
て
の
指
導

・
ナ
イ
タ
ー
ス
キ
ー

・
ロ
ッ
ジ
に
宿
泊

・
お
い
し
い
料
理
！

▼
対
象

小
学
１
～
６
年
生

▼
定
員

人

※
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
て
曲
が
れ
る
中
級
以
上

▼
参
加
費

会
員

１
５
０
０
０
円

非
会
員

１
８
０
０
０
円

▼
申
込
締
切

１
月

日
（
金
）

☆
第
２
弾
！

「
雪
ん
子
キ
ャ
ン
プ
」

朝
日

▼
い
つ

２
月

日
（
土
）

～

日
（
日
）

１
泊
２
日

▼
場
所

Ａ
ｓ
ａ
ｈ
ｉ
自
然
観

▼
宿
泊

朝
日
少
年
自
然
の
家

・
初
心
者
も

！

・
チ
ュ
ー
ブ
す
べ
り
他

▼
対
象

幼
児
～
小
学
６
年
生

▼
定
員

人

▼
参
加
費

会
員

１
２
０
０
０
円

非
会
員

１
５
０
０
０
円

▼
申
込
締
切

２
月

日
（
金
）

◎
両
方
参
加
の
場
合
、

参
加
費

２
５
０
０
０
円

◎
両
方
と
も
、
兄
弟
で
参
加
の

場
合
は
各
々
５
０
０
円
割
引

■
申
し
込
み
は
事
務
局
ま
で

親
元
を
離
れ
様
々
な
活
動
～
子
ど

も
の
成
長
を
促
し
ま
す
。
楽
し
い

冬
の
思
い
出
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

▼
申
込
締
切

第
１
弾

１
月

日
（
金
）

第
２
弾

２
月

日
（
金
）

■
申
込
み
・
問
合
せ

無料♪

「
な
で
し
こ
サ
ッ
カ
ー

ク
リ
ス
マ
ス
教
室 ｣

▼
い
つ

月

日
（
火
・
祝
）

午
前
９
時

分
～

時
頃
ま
で

▼
場
所

山
峡
体
育
館

▼
対
象

年
長
児

～
小
学
６
年
生
の
女
子

▼
持
ち
物

内
ズ
ッ
ク

運
動

で
き
る
服
装

寒
く
な
い
服
装

☆
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト

先
着

人

■
申
し
込
み
不
要
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

「
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
教
室 ｣

◇
第
１
回
目

１
月

日
（
日
）

午
後
１
時
～
午
後
３
時

◇
第
２
回
目

２
月

日
（
日
）

午
後
２
時
～
午
後
４
時

▼
場
所

白
鷹
ス
キ
ー
場

▼
参
加
費

２
０
０
０
円

▼
対
象

幼
児
～

初
心
者
～
初
級
程
度

▼
定
員

各
日
先
着

人

▼
申
込
締
切

①

１
月

日
（
火
）

②

２
月

日
（
火
）

◎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
大
募
集
！

▼
い
つ

２
月

日
（
土
）

～

日
（
日
）

▼
対
象

中
学
生
以
上
～
大
人

▼
参
加
費

無
料

子
ど
も
達
の
楽
し
い
時
間
を
一
緒

に
作
り
ま
し
ょ
う
！

大
人
気
の
Ｒ
Ｏ
＊
Ｋ
Ｕ
キ
ャ
ン

　

町
報
川
柳

　「
光
」　　
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　　 「サンタさん、おねがいします！」
　サンタクロースから「12月19日に保育園に行くよ！」とエアメールが

届いた日のこと。窓を全開にして子どもたちが大声で叫んでいました。

Ｔ男（年中児）「サンタさーん ! 僕にゲーム持ってきてね !」
Ａ子（年少児）「私にはアンパンマンの料理セットください！」
Ｓ男（年長児）「Ｔ先生（担任）にも持ってきてねー！！」

　やさしいＳ男くん、先生が大好きなんですね。

ひがしね保育園

荒
高
掲
示
板 

～
県
立
荒
砥
高
等
学
校
～

　

秋
の
味　

光
る
さ
ん
ま
が　

食
卓
に　
　
　
　
　

長
井
市　

安
部
あ
り
な

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ　

ノ
ー
ベ
ル
賞
を　

照
ら
し
出
す　
　
　

高　

岡　

安
部　

健
一

　

小
銭
落
と
し　

携
帯
光　

見
つ
け
た
り　
　
　
　

武
蔵
野　

池
田　

武
子

　

歳
相
応　

足
元
照
ら
す　

光
り
あ
る　
　
　

 

　

 

山　

口　

石
川
與
次
衛
門

　

初
日
の
出　

人
生
登
り
下
り　

生
き
る
証 

　
　

 

荒
砥
甲　

五
十
公
野
か
を
る

　

お
互
い
が　

添
え
木
と
な
っ
て　

光
り
あ
う　
　

大　

瀬　

五
十
公
野
春
己

　

光
射
す　

心
の
中
に　

胃
カ
メ
ラ
パ
ス　
　
　
　

 

世
田
谷　

糸　
　

マ
サ

　

眩
し
さ
に　

我
を
忘
れ
て　

サ
ン
グ
ラ
ス 

 
 
 
 
 

鮎　

貝　

岩
沢　

盛
栄

　

原
石
の　

ま
ま
光
ら
ず
に　

終
え
た
人　
　
　
　

鮎　

貝　

植
木　

英
夫

　

わ
が
光
明　

日
々
泣
き
笑
う　

家
族
か
ら　
　
　

浅　

立　

梅
津
美
千
子

　

桑
原
も　

蚊
帳
も
無
く
な
り　

稲
光
る　
　
　
　

滝　

野　

海
老
名
き
ち

　

八
十
を　

過
ぎ
て
も
磨
け
ば　

光
れ
る
か　
　
　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

　

夕
暮
れ
の　

光
か
な
し
い　

秋
の
空　
　
　
　
　

横
須
賀　

大
滝
健
次
郎

　

秋コ
ス

桜モ
ス

に　

朝
露
降
り
て　

光
る
虹　
　
　
　
　
　

菖　

蒲　

奥
山　

節
子

　

ホ
タ
ル
火
の　

光
か
永と

久わ

に　

民う

謡た

と
な
る 

 

　

高　

玉　

片
山　

時
美

　

中
秋
の　

稲
穂
が
光
る　

名
月
か　
　
　
　
　
　

菖　

蒲　

小
関　

弘

　

朝
露
が　

つ
ば
き
の
若
葉
に　

光
っ
て
る　
　
　

山　

口　

児
玉　

保
子

　

全
域
を　

隈
な
く
照
ら
せ　

わ
が
町
政　
　
　
　

つ
く
ば　

齋
藤　

靖
夫

　

く
す
り
指　

ダ
イ
ヤ
の
光　

願
う
親　
　
　
　
　

鮎　

貝　

神
保　

玲
子

　

破
れ
窓　

光
さ
し
込
み　

目
を
覚
ま
す　
　
　
　

畔　

藤　

菅
原　

敦
子

　

暗
や
み
の　

月
の
光
に　

神
宿
る　
　
　
　
　
　

箕
和
田　

鈴
木　

ト
ミ

　

輝
く
夜　

ど
れ
か
と
捜
す　

親
の
星　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

鈴
木
美
貴
子

　

大
雨
の　

予
告
を
告
げ
る　

稲
光
り　
　
　
　
　

鮎　

貝　

関
口　

つ
や

　

真
夜
中
に　

光
で
誘
う　

星
空
か　
　
　
　
　
　

十　

王　

平　
　

恒
人

　

光
っ
て
る　

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
に　

目
が
く
ら
む　

高　

玉　

髙
橋　

朝
子

　

ひ
と
す
じ
の　

光
障
子
の　

破
れ
か
ら　
　
　
　

荒
砥
乙　

髙
橋　

白
兎

　

ノ
ー
ベ
ル
賞　

青
い
光
に　

国
が
燃
え　
　
　
　

荒
砥
乙　

土
谷　

灯
一

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん　

エ
コ
に
活
か
し
て　

そ
の
頭　

箕
和
田　

土
屋　

平
敏

　

空
見
上
げ　

月
夜
の
光　

喰
わ
れ
ゆ
く　
　
　
　

箕
和
田　

土
屋　

敏
子

　

秋
の
光　

夕
陽
が
き
れ
い　

ス
ス
キ
揺
れ　
　
　

高　

玉　

橋
本
つ
ね
子

　

通
学
路　

光
彩
放
っ
て　

子
ら
は
過
ぎ　
　
　
　

箕
和
田　

樋
口　

昭
吉

　

観
光
地　

あ
の
手
こ
の
手
で　

客
集
め　
　
　

 
 

荒
砥
乙　

保
科　

努

　

は
げ
比
べ　

二
人
毛
が
な
く　

光
っ
て
る　
　
　

十　

王　

松
田　

久
一

　

朝
日
さ
し　

光
輝
く　

露
稲
穂　
　
　
　
　
　
　

箕
和
田　

迎
田　

留
蔵

　

朝
早
く　

光
輝
く　

日
が
さ
し
て　
　
　
　
　
　

ふ
じ
み
野　

村
上　

桂
造

　

廃
校
の　

記
念
碑
だ
け
が　

光
っ
て
る　
　
　
　

十　

王　

守
谷　

三
郎

　

光
っ
て
る　

満
月
星
空　

秋
夜
空　
　
　
　
　
　

鮎　

貝　

横
沢　

直
太

　

あ
ち
こ
ち
で　

光
点
滅　

暮
せ
ま
る　
　
　
　
　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

　

次
回
「
願
い
」
十
二
月
二
十
五
日
ま
で
。　

「
初
」
一
月
二
十
五
日
ま
で
。

　

白
鷹
町
大
字
荒
砥
甲
八
三
三
番
地　

白
鷹
町
役
場
総
務
課
企
画
室
情
報
係　

宛

　

町
報
川
柳

　「
光
」　　

 

◆
第
11
回
「
合
同
演
奏
会
」

　

本
校
吹
奏
楽
部
の
第
11
回
合
同

演
奏
会
が
11
月
9
日
、
パ
ワ
ー
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
演

奏
会
に
は
、
本
校
卒
業
生
や
吹
奏

楽
部
に
縁
ゆ
か
り

の
あ
る
方
、
一
般
音
楽

愛
好
家
の
方
な
ど
大
勢
の
方
々
か

ら
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
吹

奏
楽
部
は
音
楽
の
力
で
み
ん
な
を

元
気
に
し
た
い
と
、
保
育
園
訪
問

演
奏
や
各
種
催
し
へ
の
出
演
な
ど

精
力
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
演

奏
会
の
テ
ー
マ「The Pow
er of 

M
usic 

～
元
気
が
あ
れ
ば
何
で
も

で
き
る
～
」
は
、
そ
ん
な
吹
奏
楽

部
員
の
想
い
そ
の
も
の
で
す
。
今

年
も
、
演
奏
者
も
観
客
も
一
つ
に

な
っ
て
盛
り
上
が
り
、
元
気
い
っ

ぱ
い
に
な
れ
た
演
奏
会
で
し
た
。

　

11
月
9
日
、
南
陽
市
民
会
館
に

て
開
催
さ
れ
た
「
い
じ
め
を
な
く

そ
う
高
校
生
サ
ミ
ッ
ト
」
に
、
置

賜
地
区
代
表
と
し
て
米
沢
興
譲
館

高
校
、
南
陽
高
校
、
荒
砥
高
校
の

３
校
が
参
加
し
ま
し
た
。
い
じ
め

を
な
く
す
た
め
に
何
が
で
き
る
の

か
、
何
が
大
切
な
の
か
、
学
校
で

話
し
合
わ
れ
た
成
果
を
発
表
す
る

も
の
で
、
本
校
代
表
の
齋
藤
良
美

さ
ん
（
白
鷹
西
中
出
身
）
と
大
木

佳
純
さ
ん
（
白
鷹
東
中
出
身
） 

が
、 

「
生
徒
同
士
が
互
い
を
認
め
合
い

尊
敬
し
あ
え
る
関
係
を
つ
く
っ
て

い
る
こ
と
」
を
発
表
し
ま
し
た
。 

学
校
で
の
こ
の
雰
囲
気
づ
く
り
が

高
く
評
価
さ
れ
て
代
表
校
に
選
ば

れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
今
後
も

様
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

◆
「
高
校
生
サ
ミ
ッ
ト
」
で
堂
々
の
発
表
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◇子ども連れの買い物は荷物が多くて…。
◇雪道の運転が不安…。
◇子どもが、夜に限って急に熱が出るのよね…。
◇急な残業になった。祖母が面倒をみてくれるけ　
　ど、車の運転ができない…。
◇塾へ送迎なのに、下の子が病気に…。
◇あっ、陣痛！運転できないし荷物もあるのに…。

　保育園での実習や日本赤十字社の小児救急講習、
妊婦ジャケットを着用した実習など、専門の研修を
受けたドライバーが運行するタクシーです。

◇通常の保険では対象とならない、乗車中以外の　
　ケガにも対応する保険に加入しています。
◇チャイルドシートやジュニアシートも準備して　
　いるので安心です。

◆原則として、事前の登録手続きが必要です（利用時にスムーズな配車が可能となります）。
　緊急事態はいつ起こるかわかりません。利用したいタクシー会社に事前に登録手続きをしてください。
◆利用する前に、登録したタクシー会社に予約をしてください。

※『子育てタクシー』の名称及び標章は「一般社団法人全国子育てタクシー協会」の登録商標です。

困ったときは ･･･

■問い合わせ　健康福祉課子育て支援係
　　　　　　　☎ 86 － 0212

子育てタクシーとは？ 例えば、こんなときに

利用するには

＊白鷹運行エリアのタクシー会社は　
　　　（株）朝日観光タクシー　☎ 85 － 2028
　　　（株）中央タクシー　　　☎ 84 － 2157

福祉灯油券を交付します
町民生活の経済的な負担を軽減するため、福祉灯油券を交付します。

◆福祉灯油券の交付対象世帯
　交付対象世帯は、平成 26 年 11 月 27 日現在で白鷹町に住民票があり、世
帯全員が平成 26 年度の町民税が非課税で、かつ次のいずれかの要件に該当す
る世帯です。
① 70 歳以上の方（昭和 20 年３月 31 日以前に生まれた方）のみで構成され
　ている世帯
②重度心身障害者医療証が交付されている世帯
③児童扶養手当を受給している世帯
④準要保護認定世帯
※ただし、世帯全員が、施設入所や長期入院、他の親族の家に移る等により冬
　期間不在となる世帯や、生活保護受給世帯は交付対象となりません。

◆福祉灯油券の内容
　＊１世帯につき 5,000 円分（1,000 円分が５枚）の福祉灯油券を交付します。
　＊利用期限は、平成 27 年３月 31 日です。
　＊福祉灯油券は、右欄に記載のお店で利用できます。灯油代を支払う際に、
　　券を利用してください（おつりは出ません）。

◆申請方法　
　＊交付対象となる可能性がある世帯には、案内と申請書を郵送します。
　＊交付要件を満たす場合は、申請書に必要事項を記入し、健康福祉課福祉係
　　へ提出してください。健康福祉課にお持ちいただくか、お近くの民生委員
　　児童委員、または役場職員に渡していただいても結構です。
　＊交付申請期限は、平成 27 年３月 31 日です。

（株）佐藤燃料店

（株）ＪＡサービスおき　

　     たま白鷹給油所

（有）カク上山口商店

（有）松下商店

（有）大三燃料店

（有）迎田商店

 丸川燃料店

 遠藤商店

 ダイマル商店

 高田商店

 栄光グループ山形

（株）喜助　白鷹営業所

灯油券が利用できる
町内の灯油取扱店

■問い合わせ　健康福祉課福祉係　☎ 86 － 0111

「子育て」と「運転」のプロが運行する 子育てタクシー をご利用ください
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支出日 区分 支出額(円) 内　　　　容

11 月　4 日 御祝 5,000　 　山銀しらたか会総会

11 月 12 日 御祝 3,400　 　イーグル会納会

11 月 17 日 香典 5,000　 　職員親族弔慰金

11 月 18 日 御祝 3,000　 　よい子のもちの会

11 月 26 日 献花 15,000　 　名誉町民親族弔慰生花

11 月 26 日 献花 15,000　        　元町議弔慰生花

計 46,400　

  11月の町長交際費
平成26年11月に支出された町長交際費についてお知らせします。

■問い合わせ　総務課総務係　☎85－6120

　保
育
園
給
食

　
　放
射
性
物
質
検
査
結
果

　　

測
定
限
界　

　

０
・
４
１
～
０
・
８
６
ベ
ク
レ
ル

　

／
㎏
以
下放射性ヨウ素 放射性セシウム

ひがしね保育園 不検出 不検出

さくらの保育園 不検出 不検出

あらと保育園 不検出 不検出

よつば保育園 不検出 不検出

　

▼
期
間　

　

11
月
13
日（
木
）～
19
日（
水
）

　
　

　
　

い
ず
れ
の
保
育
園
も
、
放

　

射
性
ヨ
ウ
素
、
放
射
性
セ
シ　

　

ウ
ム
と
も
に
不
検
出
で
し
た
。

　　

■
問
い
合
わ
せ　

　

健
康
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

　

☎
86

－

０
２
１
２

催　し

し
ら
た
か
夢
未
来
発
掘
事
業
採
択
事
業

リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
教
室

▼
い
つ　

12
月
20
日
（
土
）

　

午
後
８
時
～
午
後
９
時 

▼
ど
こ
で　

白
鷹
町
産
業
セ
ン
タ

ー
（
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
） 

▼
持
ち
物　

シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、

ド
リ
ン
ク 

※
参
加
を
ご
希
望
の
方
は
、
当
日

午
後
７
時
50
分
ま
で
直
接
会
場
に

お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

よ
さ
こ
い
白
鷹

櫻
鷹
会　

吉
村

☎
０
８
０

－

６
０
２
６

－

５
２
４
３

歌
は
世
に
つ
れ
世
は
歌
に
つ
れ

時
代
を
偲し
の

ぶ
「
歌
謡
講
座
」

　

「
明
治
」「
大
正
」「
昭
和
戦
前
」

「
戦
後
１
」「
戦
後
２
」の
区
分
に

分
け
、 

各
時
代
の
代
表
的
な
歌
謡

曲
３
～
４
曲
を
歌
い
な
が
ら
、 

当

時
の
世
相
を
偲
び
、 

時
代
の
移
り

変
わ
り
を
顧
み
る
全
５
回
の
歌
謡

講
座
で
す
。 

お
誘
い
あ
わ
せ
の
う

え
、  

多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

１
月
25
日（
日
）～
３
月

１
日（
日
）ま
で
の
隔
週
日
曜
日

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

※
２
月
15
日
を
除
く

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館　

１
階

文
化
実
習
室
ま
た
は
い
こ
い
の
間

（
当
日
に
案
内
板
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
）

▼
講
師　

髙
橋
敏
郎

▼
受
講
料　

無
料

▼
申
し
込
み　

１
月
16
日（
金
）ま

で
、 

白
鷹
町
大
字
浅
立
３
９
１
６

高
橋
敏
郎
あ
て
、 

官
製
ハ
ガ
キ
に

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

髙
橋
敏
郎

☎
85

－

０
４
９
２

社
会
福
祉
法
人
山
形
県
社
会
福
祉

事
業
団
の
職
員
を
募
集
し
ま
す

▼
採
用
職
種　

一
般
職
職
員
（
主

事
）

▼
受
験
資
格　

平
成
27
年
４
月
１

日
で
60
歳
未
満
の
方

※
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

は
、 

応
募
で
き
ま
せ
ん
。

◇
成
年
被
後
見
人
及
び
被
補
佐
人

◇
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、   

広告

募　集
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そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
、 

ま
た

は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な

く
な
る
ま
で
の
者

▼
申
込
期
限　

12
月
19
日
（
金
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
９
９
０

－

０
０
４
１　

山
形
市

緑
町
一
丁
目
９

－

30　

緑
町
会
館

４
階　

社
会
福
祉
法
人　

山
形
県

社
会
福
祉
事
業
団
事
務
局
総
務
課

☎
０
２
３

－

６
２
３

－

９
１
２
７

観
光
業
就
業
セ
ミ
ナ
ー
（
全
４
回

中
第
３
回
）を
開
催
し
ま
す

　

将
来
観
光
の
仕
事
に
就
き
た
い

方
、
興
味
の
あ
る
方
、
ど
な
た
で

も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。（
３
回
目
か

ら
で
も
参
加
で
き
ま
す
。）

▼
い
つ　

１
月
20
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▼
置
賜
総
合
支
庁　

２
階
講
堂

▼
内
容　

講
演
と
座
談
会

「
お
ら
だ
は
こ
げ
な
事
や
っ
て
ん

だ
ぞ
ぉ
」

－

地
域
の
取
組
事
例
発

表
会

－

◇
遠
藤
秀
平
氏
（
白
布
温
泉
観
光

　

協
会
長
）　

◇
二
瓶
裕
基
氏
（
飯
豊
町
観
光
協

　

会
）

◇
関
谷
寛
明
氏
（
小
野
川
甲
子
大

　

黒
天
本
山
副
山
主
）

◇
横
山
直
幸
氏

◇
酒
井
ワ
イ
ナ
リ
ー　

◇
お
し
ょ
う
し
な
地
域
お
こ
し
協

　

力
隊

▼
参
加
料　

無
料

▼
定
員　

40
人

▼
申
込
期
限　

１
月
10
日
（
土
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

置
賜
総
合
支
庁
観
光
振
興
室

☎
０
２
３
８

－

26

－

６
０
９
８

「
長
野
県
神
城
断
層
地
震
災
害
義

援
金
」に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、 
長
野
県

神
城
断
層
地
震
災
害
に
伴
う
義
援

金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

な
お
、 

災
害
義
援
金
は
、 

税
制

上
の
優
遇
措
置
（
所
得
税
及
び
住

民
税
の
寄
付
金
控
除
、 

法
人
税
の

全
額
損
金
算
入
） 

の
対
象
に
な
り

ま
す
。

▼
受
付
期
間　

平
成
27
年
3
月
31

日（
火
）ま
で

▼
受
付
場
所　

日
赤
白
鷹
町
分
区

（
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

■
問
い
合
わ
せ　

事
務
局　

健
康

福
祉
課
福
祉
係
☎
86

－

０
１
１
１

広告

○発作外来（てんかん、偏頭痛等）第１土曜日の午後（要予約）

○　川記念病院では、看護師さん、准看護師さん、作業療法士さん、

　理学療法士さんを募集しています。

○准看護師の資格をお持ちの方で看護師を目指している方や看護

　学校及び准看護師学校へ入学希望の方、当病院の修学資金制度を

　利用してみませんか。

※お問い合わせ：　川記念病院事務長まで　電話８７－８０００　

発作外来診療のご案内　看護師・准看護師・作業療法士・理学療法士募集

小児科　内科　精神科　児童精神科
老年精神科　神経内科　リハビリテーション科　

おしらせ

平
成
26
年
度
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
海
外
た
す

け
あ
い
」に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、 

Ｎ
Ｈ
Ｋ

と
の
共
催
で
国
際
援
助
を
目
的
と

し
た
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
海
外
た
す
け
あ
い
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
、 

義
援

金
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

皆
様
の

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

▼
受
付
期
限　

12
月
25
日
（
木
）

▼
受
付
場
所　

日
赤
白
鷹
町
分
区

（
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

■
問
い
合
わ
せ　

事
務
局　

健
康

福
祉
課
福
祉
係
☎
86

－

０
１
１
１

「
書
き
損
じ
は
が
き
」の
回
収
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

山
形
県
高
等
学
校
青
少
年
赤
十

字
連
絡
協
議
会
で
は
「
書
き
損
じ

は
が
き
」 

を
換
金
し
て
文
房
具
な

ど
を
購
入
し
、 

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
小

学
校
に
届
け
る
活
動
を
し
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
の
高
等
学
校
等
に
お

け
る
回
収
と
同
様
に
、 
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー
内
、 

健
康
福
祉
課
で
も

回
収
し
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

▼
受
付
期
間　

平
成
27
年
１
月
30

日
（
金
）ま
で

▼
受
付
場
所　

日
赤
白
鷹
町
分
区

（
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

■
問
い
合
わ
せ　

事
務
局　

健
康

福
祉
課
福
祉
係
☎
86

－

０
１
１
１

山
形
大
学
医
学
部
附
属
病
院
「
が

ん
患
者
相
談
室
」の
ご
案
内

　

「
が
ん
」 

に
関
す
る
治
療
や
検

査
、 

療
養
や
痛
み
、 

医
療
費
に
つ

い
て
な
ど
、 

患
者
さ
ん
や
ご
家
族

の
不
安
や
心
配
ご
と
に
専
任
相
談

員
の
看
護
師
が
対
応
い
た
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
す
。

▼
受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
（
土
・
日
・
祝
休
日
を

除
く
）　

▼
相
談
場
所　

が
ん
患
者
相
談
室

（
受
付
窓
口
左
手
に
あ
り
ま
す
）

▼
相
談
方
法　

対
面
相
談
ま
た
は

電
話
相
談

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
大
学
医
学

部
付
属
病
院
が
ん
患
者
相
談
室

☎
０
２
３

－

６
２
８

－

５
１
５
９

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
！

　

渡
り
鳥
が
飛
来
す
る
季
節
に
な

り
ま
し
た
。 

千
葉
県
や
島
根
県
で

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の

検
出
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。 

野

外
で
野
鳥
が
死
亡
し
て
い
る
の
を

発
見
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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広告

白鷹　W180xH48

野
鳥
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
以
外
に
も
様
々
な
細
菌
等
を
も

っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

野
鳥
に
は
触
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
感
染
し
た

鳥
と
の
濃
密
な
接
触
等
の
特
殊
な

場
合
を
除
き
、 

通
常
で
は
人
に
は

感
染
し
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

日
常
生
活
に
お
い
て
野
鳥
の
排
泄

物
等
に
触
れ
て
も
、 

手
洗
い
と
う

が
い
を
す
れ
ば
過
度
に
心
配
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

正
し
い
情

報
に
基
づ
い
た
冷
静
な
行
動
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
連
絡
先
・ 

問
い
合
わ
せ　

置
賜
総
合
支
庁
環
境
課

☎
０
２
３
８

－

26

－

６
０
３
５

１
月
10
日
は
「
１
１
０
番
の
日
」
で
す

「
緊
急
時　

頼
れ
る
あ
な
た
の
１

１
０
番
」 

（
安
心
の
警
察
相
談
＃
９
１
１
０
）

　

１
１
０
番
は
、 

あ
わ
て
ず
、  

ゆ

っ
く
り
、 

正
確
に
お
願
い
し
ま
す
。

１
１
０
番
は
緊
急
電
話
で
す
。 

急

を
要
し
な
い
場
合
は
長
井
警
察
署

（
☎
84

－

０
１
１
０
）に
お
か
け

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

長
井
警
察
署　

☎
84

－
０
１
１
０

労
働
基
準
監
督
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

平
成
26
年
10
月
17
日
か
ら
、 

山

形
県
の
最
低
賃
金
は
、 

１
時
間
あ

た
り
６
8
０
円
で
す
。 

こ
の
最
低

賃
金
は
、 

県
内
で
働
く
す
べ
て
の

労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

米
沢
労
働
基
準

監
督
署

☎
０
２
３
８

－

23

－

７
１
２
０

東
北
ろ
う
き
ん
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
ふ
る
さ
と
奨
学
ロ
ー
ン
】

　

県
内
へ
の
就
職
促
進
の
た
め
の

教
育
ロ
ー
ン
で
す
。
卒
業
後
、
県

内
に
就
職
・
就
業
し
た
場
合
は
、 

そ
れ
以
降
の
利
子
に
対
し
て
元
金

３
０
０
万
円
を
限
度
に
教
育
基
金

協
会
か
ら
年
２
・
０
％
の
利
子
補

給
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

▼
使
い
み
ち　

高
校
、
短
大
、
大

学
、
各
種
専
門
学
校
等
の
学
資
金

や
住
居
・
生
活
資
金
な
ど

▼
融
資
限
度
額　

１
０
０
０
万
円

▼
融
資
金
利
（
固
定
金
利
、
保
証

料
込
み
）

年
２
・
５
０
％
～
３
・
６
５
％

▼
融
資
期
間　

最
長
10
年　

※
在
学
期
間
中
、
元
金
の
返
済
を

最
長
６
年
間
据
え
置
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
そ
の
間
は
利
息
の
み
の

返
済
と
な
り
ま
す
。

▼
保
証
料　

団
体
会
員　

年
０
・
７
０
％

団
体
会
員
以
外　

年
１
・
２
０
％

【
生
活
応
援
ロ
ー
ン
】

　

町
と
労
働
金
庫
が
協
力
し
て
低

利
で
融
資
す
る
制
度
で
す
。

▼
使
い
み
ち　

自
動
車
や
家
電
の

購
入
、
教
育
資
金
、
医
療
費
な
ど

生
活
資
金
全
般　

▼
対
象
者　

①
白
鷹
町
に
お
住
ま
い
の
勤
労
者

の
方
、
ま
た
は
白
鷹
町
勤
労
者
互

助
会
会
員
の
方
。

②
労
働
組
合
が
な
い
、
ま
た
は
職

場
に
融
資
制
度
の
な
い
方
。

▼
融
資
額　

２
０
０
万
円
以
内

▼
融
資
金
利　

年
２
・
０
％
（
固

定
金
利
・
保
証
料
は
別
）

「
白
鷹
町
勤
労
者
互
助
会
」
の
会

員
は
町
よ
り
年
１
・
０
％
の
利
子

補
給
が
あ
り
ま
す
。

「
白
鷹
町
勤
労
者
互
助
会
」
会
員

以
外
の
方
は
町
よ
り
年
０
・
３
％

の
利
子
補
給
と
な
り
ま
す
。

▼
融
資
期
間　

７
年
以
内

▼
保
証
料　

年
０
・
６
％
（
東
北

労
働
金
庫
長
井
支
店
が
指
定
す
る

保
証
機
関
の
保
証
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

東
北
労
働
金
庫
長
井
支
店

☎
84

－

１
１
０
０

事
業
所
の
皆
さ
ま
へ
お
知
ら
せ

平
成
26
年
工
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　　

製
造
業
の
実
態
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
、 

毎
年
12
月
31
日
現

在
で
工
業
統
計
調
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

調
査
の
結
果
は
、 

国
や
地
方

公
共
団
体
の
行
政
施
策
の
基
礎

資
料
、 

大
学
の
研
究
資
料
な
ど

と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。 

対
象
と
な
る
事
業
所
に
は

調
査
員
が
訪
問
し
ま
す
。 

調
査

へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

な
お
、 

調
査
票
に
記
入
し
て

い
た
だ
い
た
内
容
に
つ
い
て
は
、

統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守

さ
れ
ま
す
。

◆
調
査
基
準
日　

平
成
26
年
12

　

月
31
日
現
在

◆
調
査
対
象　

従
業
者
４
人
以

　

上
の
、 

主
と
し
て
製
造
業
を

　

営
む
事
業
所

◆
調
査
方
法　

調
査
員
調
査

　

調
査
員
が
調
査
票
を
配
付
し
、

　

後
日
回
収
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
企
画
室
情
報
係

☎
85

－

６
１
２
１



広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

戸籍の窓に載せたい方は、届出のときに戸籍年金係にお申し出ください。
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　 お く や み　　

こんにちは赤ちゃん

【～11月30日まで 届出】

住　所 父母の名 子の名

十　王 蹄
正彦 湊

そう

　太
た

茜

横田尻 中川
裕之 萌

も

　華
か

育美

鮎　貝 鈴木
洋 里

り

　咲
さ

由香里

菖　蒲 佐藤
翔也 優

ゆ

羽
う

菜
な

絵美

萩　野 梅津
嵩 咲

さ

　姫
き

千秋

高　玉 金田
雄一郎

睦
むつ

　己
き

奈緒

　　氏　　　名　　　  住所

（飯　澤　隆　弘　　畔　藤

長谷川　千　晶　　山形市

（飯　澤　啓　太　　畔　藤

小　関　真理恵　　菖　蒲

（菅　原　直　樹　　畔　藤

孫　田　旬　子　　長井市

（福　田　裕　介　　十　王

渡　邉　真　紀　　朝日町

ご結婚おめでとう

 住所　　  氏　　名  　年齢

畔　藤　舩　山　艶　子　86

荒砥甲　工　藤　き　く　94

荒砥甲　長谷部　ゆ　き　93

高　岡　村　上　惣　一　83

横田尻　髙　橋　新　一　80

鮎　貝　齋　藤　 　三　93

深　山　横　澤　かつゑ　77

畔　藤　川　井　幸　雄　84

中　山　村　山　う　よ　84

滝　野　海老名　　　　　84

荒砥甲　浅　倉　ま　さ　98
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